
(

8
)
列
肋
制
蛇

約

十

二
侮

.q
咽
銀
節
七
億

(4
)

仰
地
加
茂
七

仙蹴
満
批
骨

制

聡

の

.t
跳

比
見
出
鵬
W敵
背

訓
衣
骨

蕊
創
刊
批

(
未
完
)

秋
雷
電
に
放
け
る
ド
-
1
ネ
の
人
文
地
理
的
考
察

館

林

覚

書

｢

は
し
が
普

長
門
秋
音
轟
が
我
閥
に
於
け
る
最
も
優
れ
た
カ
ル
ス

ト
地
形
の
所
有
者
で
あ
り
'
且
故
小
棒
博
士
に
依
っ
て

開
明
せ
ら
れ
た
る
如
-
､
地
質
撃
上
興
味
あ
る
デ
ブ
ケ

ン
構
造
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
,J
と
は
'
飴
ら
に
も
有

名
な
事
薯
で
あ
る
が
､
末
だ
其
人
文
地
理
撃
的
研
究
の

憤
値
を
醒
め
'
其
研
究
の
結
果
を
詳
報
せ

る

人

は
覆

い
｡
蓋
し
､
期
の
如
p
,特
殊
盈
坤
純
在
る
地
域
内
に
於

て
こ
そ
､
環
境
に
支

配
せ
ら
る
J
人
頻
の
文
化
活
動
が

-i屠
明
確
に
認
織
せ
ら
る
べ
p
Jを
以
て
私
は
数
次
の
地

貿
及
地
形
の
見
撃
に
際
L
V

'
特
は
注
意
し
観
察
し
得

た
る
二
二
二
の
轟
寛
恕
､
攻
は
摘
錐
す
る
乙
と
ゝ
す
る
元

秋
吉
韻

に
於
け
る

ド
リ
ー

ホ
の
人
文
地
淵
的
考
･:祭:

楽
カ
ル
ス
ト
地
方
は
､
土
地
の
性
質
上
給
水
に
乏
し

き

機
動
不
毛
の
地
が
多

い
が
'
此
魔
で
旦

蛍
地
上
に
灼

野

森
林
の
見
る
べ
き
IF5-̂
の
在
-
､
草
原
あ
-
と
も
牧
羊
の

嘩
歩
む
許
さ
ず

､
地
形
上
迷
路
多
き
道
路
は
'
徒
ら
に

蔵
人
を
苦
し
要
し
ひ
る
乙
L
･左

上

従
っ
て
衆
群
の

登
連
す
る
夜
-
､
大
部
分
の
寂
審

た
る
草
原
又
は
カ
レ

ン
フ

エ

ル
ド
は
､
陸
軍
滑
習
地
其
他
と
し
て
存
在
の
債

倍
を
有

す
る
に
過
ぎ
な

い
｡
然
し
､
斯
る
基
地
ほ
て
も

姦
地
特
有
の
土
地
利
用
法
が
あ
-
'
少
-
と
･9
過
去
に

於
で
は
人
埠
の
経
済
生
活
と
利
皆
の
交
渉
を
揮
っ
て
ゐ

た
｡
以
下
記
す
と
rJ
ろ
は
甚
だ
杜
撰
の
磯
-
牢
免
れ
な

い
が
､
士
地
利
川
法
其
他
に
関
す
る
瞥
見
の
大
要
で
あ

.L･TS.
一

二
･')



地

球

筋

十

五

潜

る
｡
蔑
者
は
五
寓
分
之

一
地
形
閲
川
口
皮
相
市
閲
帽
を

同
時
は
塵
照
TT,
れ
凡
こ
と
を
望
む
｡

こ
､
ド
リ
ー
ネ
の
耕
地

(
イ
)
ド

リ
ー
ネ

の
地
形
.
宵
米
乃
至
二
田
米
の
急
坂

を
輩
ぢ
て
､
波
浪
状
の
う
ぬ
-
を
な
す
秋
音
隆
起
準
平

原
上
の
人
と
夜
-
､
何
人
･G
が
政
も
奇
輿
の
戚
を
以

て

眺
ひ
る
で
あ
ら
う
も
の
は
､
大
小
鴎
千
LJ
夜
さ
蟻
地

獄

の
兼
を
瓜
は
せ
る
漏
斗
状
の
凹
地
即
ド

-
-

ネ
(
D
o

ti･

n

e石
衣
鉢
)
で
あ
ら
う
｡
此
ド
-
ー
ネ

は
匿
種
数
米
乃

至五
〇
〇
米
､
操
TTu
二

二
米
乃
至
二
育
米
の
種
々
の
も

の
が
あ
っ
て
多
-
は
内
面
傾
斜
角
三
〇
-
四
〇
度
の
漏

斗
状
の
も
の
で
あ
る
が
､
中
に
は
痩

-
皿
状

に
在
っ
た

も
の
､
或
は
側
壁
の
直
立
す
る
も
の
等
が
あ
る
.
此
等

は
多
-
､
鍋
線
の
方
向
に
排
列
せ
る
地
下
洞
の
上
盤
が

地
下
水
の
浸
蝕
と
共
は
p
徐
々
は
落
下
し
て
生
じ
ね
と

見
ら
れ
'
雨
水
の
化
撃
的
浸
蝕
は
依
る
と
瓜
は
れ
る
も

の
は
至
っ
て
稀
で
あ
る
｡
ド

リ
ー
ネ
は
此
地
方
ほ
て
山

ぢ
唐
す

久
保
(
山
窪
の
意
)
又
は

地

鉢

と
云
ふ
｡
但
し
厳
密
の
意

味
で
は
p
｢
地
鉢
｣
は
危
険
な
直
立
の
吸
込
穴

(
P
on
or
)

を
指
す
や
う
で
あ
-
､
曲
ILu通
の
報
骨
に
あ
る
如

-

､

漏

齢
五
独

蔓

f

ニ
八

斗
状
の
ド
リ
ー
ネ
の
こ
と
で
は
覆

い
｡

(
ロ
)久
保
畑
｡
漏
斗
状
又
は
皿
状
の
ド
-
1
ネ
七
郎

山
久
保
に
は
'
概
ね
山
畑
が
あ
る
｡
侃
し
山
畑
の
語
は

十
分
に
ド
-
1
ネ
耕
地
の
意
を
現
は
rb
伯
か
ら
､
私
は

轟
ろ
久
保
畑
(
窪
畑
)と
呼
び
た
い
と
瓜
っ
て
ゐ
る
O
此

久
保
畑
こ
そ
は
平
地
の
t畑
は
79
劣
ら
ぬ
幾
健
在
生
産
地

で
あ
る
｡

款
音
義
は
大
部
分
が
肥
沃
な
テ
ラ
､

ロ
ブ
サ
ほ
依
-

厚
-
岩
肌
を
被
覆
せ
ら
れ
で
は
ゐ
る
が
､
雨
水
は
経

て

地
下
に
吸
収
せ
ら
れ
て
衷
鐘
流
を
児
を

い
か
ら
.
ド

リ

ー
ネ
以
外
の
地
で
は
耕
地
は
開
か
れ
覆

い
｡
而
し
て
､

雨
水
や

一
時
の
流
れ
は
､
全
部
此
凹
地
は
流
入
し
て
'

石
衣
岩
溶
離
後
の
磯
搾
物
た
る
石
衣

･
苦
土
･加
盟
･窒

素
｡銭
又
は
芝
草
の
腐
蝕
物
等
を
塊
積
す
る
か
ら
､
ド
-

1
ネ
庇
で
は
自
ら
在
る
沃
土
を
形
成
し
て
ゐ
る
｡

ド
リ
ー
ネ
底
の
土
塊
分
析
表

窒

素

燐

酸

小心

レ伏

(甘
分
申

し

〇
･
]
九
八

〇
｡
〇
六

.i

〇

･八
光
二



T
.

土

〇
･七
四
三

加

Ej
t

O
エ
二

五

凡
そ

､

原
始
時

代
に
は
､
人
口
は
此
し
て
地
力
輩
か

在
可
耕
地
多
-
､
従
っ
て
耕
地
の
選
樺
も
自
由
で
あ
ら

I:H
新
法
も
幼
稚
で
あ
っ
た
か
ら
'
施
肥
の
必
要
も
在
か

っ
た
0
人
口
増
加
し
て
､
土
地
酷
使
の
結
果
､
休
閑
や

施
肥
の
必
要
と
在
っ
た
時
代
に
は
､
耕
地
や
耕
作
法
の

輯
換
を
要
し
な

い
ド
リ
ー
ネ
耕
地
は
特
に
韮
妥
硯
せ
ら

孤
.
収
穫
79
平
地
の
畑
よ
,a
,は
大
で
あ
っ
た
ほ
連
以
孜

5,0
而
し
て
､
秋
吉
の
久
保
畑
は
､
肥
料
の
供
給
を
白

魚
カ
に
の
み
待
つ
乙
と
は
於
で
'
近
時
下
問
川
率
土
に

依
っ
て
解
介
さ
れ
､
乾
に
石
田
排
撃
士
に
依
っ
て
詳
し

く
研
究
さ
れ
た
隠
岐
島
前
の
牧
畑
や
'
或
は
朝
鮮
の
火

相
に
此
す
る
に
'

一
面
頂
飴
的
の
や
う
で
は
あ
る
が
'

一
層
集
約
的
且
韓
酒
的
で
あ
る
｡
現
在
七
-
入
粁
近
-

の
遣
敬
遠
し
と
せ
ず
し
て
､
耕
作
す
る
も
の
あ
る
所
以

も
此
塵
に
あ
る
｡
例

へ
ば
｢
大

シ
プ

リ
｣と
5,
ふ
ド

リ
ー

ネ
は
.
北
ハ利
和
茶
筒
の
兼
芳
田
肝
､
天
然
記
念
物
と
し

て
指
定
さ
れ
た
カ
レ
ン
フ
ヱ
ル
ド
(
K
a
rr
en
feld
)
の
教

逢
せ
る
地
獄
毒
に
あ
る
が
'
里
人
が
農
具
を
屑
に
L
t

水
溶
韻
に
於
け
る
ド
リ
ー
ネ
の
人
文
地
規
約
考
妓

基
地
の
端
を
鱗
ぢ
､
早
天
の
温
む
辿
っ
て
再
び
溌
n

∵

二
〇
米
の
久
保
畑
は
達
す
る
た
め
の
鼻
音
が
､
尋
常

で

は
夜
か
っ
た
こ
と
む
祝
し
て
ゐ
る
｡
即
､
｢
大

シ
プ
リ
｣

は
1
大
曲
-
｣
の
恵
に
し
て
､
耕
作
に
赴
-
を
椿
緒
せ
る

形
容
詞
で
あ
る
｡
斯
る
僻
遠
の
地
も
耕
せ
ば
経
酒
的
で

あ
っ
た
｡

最
近
､
ド
-
1
ネ
の

一
で
あ
る
長
者
ケ
森
に
七
光
良

人
の
土
器
が
発
見
rb
れ
ね
こ
と
よ
-,L
P

一
部
の
論
者
の

か
-
匿
ち
ほ
此
虜
は
<
頻
が
任
し
て
ゐ
ね
と
結
論
す
る

の
は
如
何
と
恩
ふ
が
'
ド
リ
ー
ネ
耕
地
が
比
較
的
古
-

よ
-
着
目
せ
ら
れ
た
乙
と

は
明
か
で
あ
る
｡
別
蟹

亀
江

原
(別
府
柑
)
に
停
は
れ
る
託
錐
に
'
大
阪
の
陣
に
破
れ

し
篠
原
九
郎
時
濠
が
.
此
江
原
盆
地
に
池
-
肴
き
て
其

遊
廓
在
る
乙
と
む
発
見
し
'
其
後
間
も
な
-
武

田
兵
次

郎
在
る
も
の
が
'
開
拓
者
と
在
っ
た
と
あ
る
が
､
久
保

畑
の
起
源
は
或
は
乙
れ
よ
-
7品

古
き
軒
の
で
は
あ
る

せ

い
か
｡

近
年

今
上
陛
下
の
行
軍
を
仰
ぎ
し
秋
首
相
秋
芳
洞

に
近
さ
鬼
穴
に
は
､
四
段
歩
飴
の
肘
地
が
あ
ゎ
､
ヤ
ナ

た
か

穴
､
鷹
穴
(
以
上
秋
意
村
)香
今

大
窪

(
以
上
共
和
村
)

歪
三

二
九



地

球

筋
十
五

谷

に
も
夫
々
の
畑
地
が
あ
っ

て'
戯
義
の
秋
音
量
に
放
け

る
ド
-
1
ネ
耕
地
の
絶
面

積
は
凡
そ

一
七

〇
町
歩
に
も

連
す
る
｡

(
'1
)
久
保
畑
の
分
布
｡
比
較
的
大
在
る
ド
-
｣
ネ
中

に
は
概
ね
久
保
畑
が
あ
る
か
ら
.
久
保
畑
の
分
布
も
ド

リ
ー
ネ
の
分
布
と

1
致
す
る
O
即
ち
比
較
的
規
則
正
し

-
構
造
線
i
lは

一
直
線
を
な
し
て
配
列
rb
れ
る
も
の
が

多
-
'
他
の
構
造
線
と
交
叉
す
る
と
rJ
ろ
ほ
あ
る
久
保

畑
は
大
で
あ
る
｡
乱
灘
に
分
布
す
る
如
-
兄
ゆ
る
久
保

畑
も
'
少
し
く
注
意
し
て
観
察
す
る
と
､
案
外
簡
単
は

此
規
則
に
皆
で
は
め
ら
れ
る
.
美
禰
郡
の
各
町
村
は
於

け
る
全
耕
地
｡畑
地
･久
保
畑
の
両
種
は
次
の
如
-
で
､

久
保
畑
は
盆
耕
地
面
積
は
此
し
て
は
'
僅
か
に

一
部
分

に
過
ぎ
を

い
が
p
決
し
て
閑
却
し
て
在
ら
な

い
数
字
を

示
し
て
お
る
｡

黄
浦
郡
町
村
別
新
地
面
積
此
按

水

川
｢町
)
州
地
(哩
)

ド
リ

ー
ネ
耕
地

(町
)

同
上
耕
作
戸
数

節

五

放

非
利
付

五
五
二

別
肘
村

二
八
〇

大
尉
村

七
五
二

計

三
詣七

〇
八

六

1
六
六

三
〇

三
五

五
二

三
九

1
七

〇
〔
四

〇
)

八
〇
(
七

二
)

九

〇
(三
〇
?
)

一
七
二

六
二
七
(
二
上

九
?
)

淋
郷
村

三
.i
四

1
七
五

一
証

大
日
町

亭
0
0

林
告
L.押

二

証
○

二
&
.三

二
七

一
r;
九

州

九
〇
(
-

)

一
二

〇
(六
〇
)

七

七
(七
七
)

備
考

1.第
の
外
･:相
克
村
'
伊
代
町
'
別
仲
村
に
多
少

の
ド
リ
ー

ネ
糾

地
が
あ
つ
た
が
今
は
山
林
と
な
っ
て
ゐ
る
｡

2.
別
･tiiE
村

の
ド
-
1
ネ
耕
地
中
に
は
江
原
盆
地
の
州
地
も
含
ま

る
､
故
郷
村

の
分
は
桃
義

の
ド
リ
ー
ネ
耕
地
の
み
を
硯
は
す

3
.新
作
戸
数
申
(

〕
内
は
州
地
耕
作
と
し
て
は
ド
リ
ー
ネ
耕

地

の
み
に
依
る
戸
数
で
あ
る
｡

特
は
､
典
和
相
で
は
畑
七
〇
町
歩
の
約
三
分
の

1
は
久

保
畑
は
し
て
､
中
に
も
大
字
青
紫
で
は
､
其
分
布

一
層

密
で
'
畑
地
と
し
で
は
之
の
み
を
耕
作
す
る
農
家
四
〇

よ
ほ
ら

月
ほ
も
蓮
す
る
｡
更
け
江

原

ウ

バ
ー
レ
(
U

v
a
le
)
ほ
て

は

少
し
事
情
は
異
る
が
'
山
畑
は
別
府
村

畑
地
の
牛
以

上
に
達
し
､
七
〇
飴
月
の
農
家
は
僅
か
在
る
水
田
以
外

殆
ル
ビ
こ
れ
の
み
を
耕
し
て
蕉
計
を
立
て
J
ゐ
る
｡
特

は
成
典
を
惹
-
も
の
は
'
村
役
場
の
土
地
董
帳
は
あ
ら

は
れ
た
る
久
保
畑
で
あ
ら
う
｡
世
に
耕
地
多
L
と
経
も

期
の
如
き
分
散
的
な
耕
地
は
他
に
頻
を
見
ざ
る
べ
-
､

地
形
間

と
封
照
す
る
と
き
ほ

一
段
の
興
趣

を
畳
ゆ
る
の
.



第 一 固 久 保 畑

問は土地左肘 こ馴 まれたる久日脚 (ド1)-ネ抑 也)の分1IJ'を示すo紋

,即.･せ る多伽 捗のものがそれで絶て私有地であるが 共用問の原野は村

和 也である07%t,髄 は室根一節の境卯'数字は州地布弧 剛 -の鮭仲
は州の枚数｡英脚 に共和村大串Itff斎川氷水l判近の陶であるo

施

肥

法

I､K
傍

ら

′､

連

年

一

定

の

生

産

箱
を
夢
げ
稗
る
天

恵
の
沃
地
で
あ
っ

死
｡然
る
に
､
此
劫

久
性
の
資
源
79
'

酷
使
に
遭

へ
ば
地

力
が
減
退
す
る
｡

芸
夜
d
l,ガ
に
肥
料

を
要

求
す
る
久
保

畑
特
有
の
隼
穿

･

さ
と
い
79
の
栽
培

に
は
'
必
然
施
肥

を
な
さ
ぬ
ば
在
ら

な
く

な

っ

て

凍

て
'
人
家
に
近
い

で
あ
る
｡
(
節

.I
問
)

三
.
久
保
畑
よ
り
水
田
迄

よ
ーよら

(
イ
)
江

原

ク

F''1
-
レ
｡
久
保
畑
は
触
肥
料
否
自
然
の

秋
至

:li
に
於
け
る
ド
リ
ー
ネ
の
人
文
地
州
的
考
雛

周
縁
で
は
現
に
薯
施
し
っ
＼
あ
る
｡

狭
義
の
秋
膏
基
の
両
方
は
､
別
壁

禁

江
原
姦
)が
あ

･a
､
之
を
縦
断
す
る
南
北
の
構
造
線
上
は
'
江
原

｡
入

三

宝

三
.i



地

球

妨
十
五
怨

見

･
奥
河
脱
の
盆
地
が
あ
る
｡
其
何
れ
も
の
が
地
形
壁

上
ク
.'1
-

レ
(
石
衣
盆
)で
あ
る
が
､
特
に
前
者
は
完
全

な
盆
地
で
､
雨
水
は
盆
地
底
に
あ
る
数
個
の
ポ
ノ
ー
ル

(
P

onor)
か
ら
地
下
に
姿
を
消
す
の
で
あ
る
O
江
原
ク

.'J

l
I
レは
匿
種
六
〇
〇
米
､
深
rTu
六
〇
米
で
､
人
家
七

十
二
戸
､
人
口
三
五
〇
の
都
路
を
排

し
て
み
る
か
ら
所

要
の
生
産
楯
を
嚢
げ

る
た
め
に
四
､
五
〇
町
歩
の
大
部

分
の
川
畑
に
は
施
肥
を
行
っ
て
ゐ
る
｡
地
質
は
勿
論
石

衣
岩
で
あ
る
か
ら
'
此
虞
も
畑
地
で
あ
る
が
'
唯
盆
地

底
に
粘
蚊
岩
が
あ
っ
て
､
水
を
港

へ
る
乙
と
が
出
来
る

の
で
､
僅
か
は
約
五
､
六
段
の
水
旧
が
あ
る
｡
畢
覚
､
水

田
の
不
足
は
､
人
口
増
加
と
相
侯
っ
て
'
石
衣
岩
採
収

地
と
し
て
債
値
あ
る
山
林
原
野
生
歯
債
に
翼
却
し
て
､

盆
地
外
の
水
附
を
手
に
入
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
｡
大
正

元
年
以
前
に
は
'
殆
ん
ど
所
有
し
夜
か
っ
た
盆
地
外
の

水
田
は
､
急
に
増
し
て
現
在
約

山
○
町
歩
に
も
達
し
て

ゐ
る
｡
農
繁
期
に
在
れ
ば
､
里
人
は
朝
骨
だ
dt'起
き
出

で
て
､
鈴
の
膏
も
緩
や
か
を
牛
の
膏
に
鹿
具

を
積

込
み

蟻
の
や
う
に
温
々
盆
地
を
這
以
出
し
て
'
基
地
用
練
の

急
坂
を
下
-,h
t
水
田
の
椎
骨

叉
は
収
穫
に
と
赴
き
1
月

鰐
五
紙

三
真

三
二

を
踏
ん
で
は
再
び
元
の
道
を
踊
っ
て
行
-
の
で
あ
る
｡

そ
れ
に
も
係
ら
ず
'
故
郷
壊
し

い
た
め
か
､
盆
地
の
生

活
が
天
閥
と
も
瓜
は
る
J
の
か
'
昔
で
盆
地
を
逃
げ
出

し
た
人
の
例
も
夜
-
'
人
口
は
益
々
槍
加
し
て
'
小
撃

枚
の
分
教
場
79
見
並
収
容
上
困
難
を
戚
じ
っ
＼
あ
る
.

兎
に
角
､
何
れ
の
意
味
か
ら
も
江
原
は
別
世
界
で
あ
る
｡

人
家
の
居
構
よ
-
は
さ
し
て
注
意
を
昔
か
覆

い
が
'
住

民
は
中
々
宵
有
で
あ
る
と

い
ふ
｡
其
原
因
は
矢
張
､
特

殊
な
耕
地
と
石
衣
岩
採
収
地
を
所
有
せ
る
乙
と
に
蹄
し

た
い
と
瓜
っ
て
ゐ
る
｡

(
ロ
)人
見
ク
4'l
I

レ
0
江
原
ク
.,,
-
レ
の
南
方
は
あ

る
此
石
衣
盆
は
､
ド
リ
ー
ネ
輪
廻
上
老
年
期
に
近
く

其
西
南
壁
は
著
し
-
低
-
在
か
'
叉
石
衣
岩
下
部
の
粘

板
岩
は
'
江
原
よ
-
も

一
瞥
庶
-
分
布
せ
る
故
に
､

一

般
の
ド

リ
ー
ネ
と
は
飴
葦
趣
の
典
つ
ね
も
の
で
あ
る
｡

(
故
小
棒
博
士
は
依
れ
ば
､
此
粘
坂
岩
は
賓
は
石
衣
岩
の

上
盤
で
あ
っ
た
が
､
デ
ツ
ケ
ン
作
用
ほ
て
下
部
に
位
す

る
に
空
っ
カ
と

5'ふ
｡)

此
盛
に
は
滞
水
厨
た

る
粘
板
岩
の
た
め
に
､
小
夜
る

来
生
流
も
あ
る
位
で
あ
る
か
ら
､
盆
地
底
の
水
E=
は
周



一t■t一t一tt一丁一一tlI･-,

陶
の
畑
地
と
面
積
和
牛
し
て
ゐ
る
O
従
っ

て
六
十
月
の

俳
民
は
､
江
原
は
比
す
る
は
よ
-
多
-
の

自
然
の
恩
恵

に
浴
し
て
ゐ
る
評
で
あ
る
｡
両
も
鮎
妓
岩
層
は
'
盆
地

両
前
の
低
さ
分
水
瓶
を
超
え
て
'
河
内
の
狭
長
在
る
谷

に
頂
き
､
美
禰
線
の
迫
ず
る
重
安
の
平
野
に
通
っ
て
ゐ

る
か
ら
､
盆
地
外
の
水
m
を
新
作
に
出
る
ほ
も
､農
具
･

肥
料

･
収
穫
物
の
運
搬
'
其
他
の
交
通
上
に
も
甚
だ
便

利
で
あ
る
｡
人
見
の
南
方
奥
河
原
(
大
蔵
相
)も
略
々
之

と
似
た
事
情
に
あ
る
｡

(
.～
)佐
山
及
横
野
の
ポ
ク
エ
其
他
の
耕
地
｡
美
禰
那

赤
郷
柑
佐
山
及
枯
野
附
荘
ほ
て
は
'
多
-
の
ク
.〟
-

レ

は
合
し
て
､
中
に
沖
積
平
原
を
排
す
る
ポ
-
エ
(
P
o]je

石
衣
卒
)
を
形
成
し
て
ゐ
る
｡
然
し
､
佐

山
ほ
て
は

､

地
盤
が
佃
石
衣
岩
で
あ
る
か
ら
､
川
は
降
輔
の
際
に
の

み
平
地
を
流
れ
て
'
奇
怪
に
も
山
腹
の
ポ
ノ
ー
γ
に
吸

収
さ
れ
､
平
常
は
水
が
覆

い
か
ら
'
特
に
石
衣
岩
基
地

寄
-
は
畑
の
み
で
あ
る
｡
此
塵
に
有
名
な
大
田
牛
穿
其

他
が
栽
培
さ
れ
る
｡

枯
野
の
ポ
リ
エ
は
､
巳
に
石
衣
岩
は
除
去
せ
ら
れ
て

カ
ル
ス
ト
輪

姓
の
終
末
に
超
し
た
も
の
で
､
平
地
は
大

赦
音
韻
に
於
け
る
ド
リ
ー
ネ
の
人
文
地
租
的
考
雛

･耶
分
水
附
と
夜
-
1
新
作
の
状
況
は
普
通
と
何
等
典
つ

ね
と
乙
ろ
ば
を

い
｡
但
し
､
洪
水
の
と
き
は
､
此
ポ
-

エ
に
集
る
水
は
'
平
常
の
如
-
ほ
白
魚
洞
在
る
吸
込

穴

は
急
は
吸
収
せ
ら
る
ゝ

rJ
と
が

不
可
能
で
､
之
に
近

い
約
三
十
町
歩
の
水
田
は
湖
水
と
化
し
'
小
畢
生
は
時

に
筏
に
乗
っ
て
寮
枚
す
る
の
奇
現
象
を
量
す
る
｡
勿
論

水
田
は
此
際
大
在
る
被
客
を
蒙
-
'
減
水
と
典
に
､
逃

場
を
失
っ
た
地
下
洞
の
良
魚
は
'
附
近
住
民
の
槍
と
在

る
○史

に
大
在
る
ポ
リ
エ
､例

へ
ば
大
円
･嘉
万
の
ポ
ク
エ

等
ほ
在
れ
ば
'
新

地
の
総
て
の
事
情
が
他
の
平
地
と
異

ら
ず
､
カ
ル
ス
J･
地
方
の
奥
以
は
仝
-
消
失
す
る
に
至

る
｡
期
の
如

-
カ
ル
ス
ト
地
方
件
有
の
久
保
畑
よ
-
水

田
に
至
る
迄
の
各
階
段
が
'
秋
吉
毒
を
油
じ
て
観
察
せ

ら
る
ゝ
の
で
あ
る
｡

四
､
久
保
畑
の
農
耕

(
メ
)久
保
畑
の
耕
作
｡
久
保
畑
の
土
壁
は
､
埴
質
壌

土
に
し
て
'
砂
塵
HLJ混
ず
る
乙
と
少
-
'
至
っ
て
膨
軟

で
あ
る
か
ら
'
人
力
又
は
馬
力
は
依
る
耕
乾
は
､
普
通

の
新
地
よ
-
も
甚
だ
容
易
で
あ
る
｡
降
雨
の
際
は
'
地

三
毛

三
三



地

球

節
十
五
笹

下
に
吸

い込
む
水
と
北
は
沃
土
が
流
n
れ
る
恩

以
が
あ

る
か
ら

､
ド
-
1
ネ
低
.9
畑
地
を
鋸
餅
形
は
盛

少
上
げ

て
､
用
圏
に
溝
を
掘
っ
て
聡
-
｡
水
は
い
つ
と
は
な
し

に
畑
の
内
外
会
所
か
ら
地
下
は
吸
払
込
ま
れ
る
｡
ド
リ

ー
ネ
底
に
滞
水
圏
た
る
粘
板
岩
が
あ
る
据
わ
水

の如
き

は
､
降
雨
の
際
に
満
々
た
る
湖
水
に
在
る
こ
と

が
あ
る

か
ら
'
か
J
る
ド
リ
ー
ネ
ほ
は
久
保
畑
は
新
作
n
れ
な

い
｡
普
通

1
個
の
ド
リ
ー
ネ
ほ
畑

1
枚
で
あ
る
が
､
中

に
は
二
枚
三
枚
と
頂
-
｡
降
雨
の
と
き
'
畑
地
の

一
部

分
が
圃
-
階
群
す
る
rJ
と
も
極
め
て
稀
に
あ
る
｡
畑
の

周
園
の
満
に
滑
っ
た
新
ら
し
い
士
は
､
肥
沃
で
あ
る
か

ら
畑
地
の
方

へ
移
す
乙
と
も
出
凍
る
｡

畑
地
と
し
て
は
ド
リ
ー
ネ
耕
地
の
み
を
耕
作
す
る
も

の
は
秋
吉
轟
の
各
村
を
通
じ
約
二
八
〇
月
､
其
平
均
耕

作
反
別
的
17反
辞
任
で
'
叉

1
部
分

の
耕
作
は
六
〇
〇

飴
月
'
各
部
の
革
均
が
三
畝
鍋
と
推
定
さ
れ
る
｡
基
地

に
近

い
農
家
は
多
少
と
も
久
保
畑
を
耕
作
し
な

5,も
の

は
な

い
｡
久
保
畑

り
一
月
常
反
別
の
政
も
多
き
は
､
北
ハ

郵
相
黒
岩
･大
久
保
混
ほ
て
'
五
反
錫
で
あ
-
､
別
府
柑

江
脱
で
は
'
特
殊
な
久

保畑
で
あ
る
か
ら
ー
多
き
は

一

終
五
班

三

芳

三
四

町
､
平
均
五
反
飴
で
あ
る
｡

(
ロ
)農
作
物
｡
久
保
州
遇
作
物
の
王
は
'
大
田
隼
聾

の
名
で
知
ら
れ
て
ゐ
る
養
当二
二
八
か
ら
の
車
券
で
'
之

は
次
ぐ
も
の
は
里
芋
で
あ
ら
う
O
此
二
億
は
土
地
を
選

び
､
多
-
の
管
地
と
肥
料
と
を
襲
し
.
且
連
作
が
不
可

能
を
代
-
ほ
'
収
穫
高
は
断
然
他
を
凌
鶴
し
て
ゐ
る
｡

此
外
に
時
と
場
所
に
依
-
て
甘
藷
･大
豆
･小
豆
｡大
根
･

番
歩
柿
に
人
塵

･
胡
麻
h
t栽
培
す
る
が
乙
れ
ら
の
多
-

は
七

一
度
播
種
す
れ
ば
収
穫
迄
施
肥
･除
草
｡中
新
等
の

管
州
は

一
切
行
は
粕
が
普
通
で
あ
-
､
且
平
地
よ
-
79

邪
草

･
政
審
が

l
舷
に
少

い
か
ら
.
収
穫
高
は
少
く
と

も
'
良
問
を
利
用
す
れ
ば
鮮
酒
的
で
あ
る
｡
近
年
は
'

不
鮭
漁
な
草
原
が
藤
林
と
化
す
る
の
で
火
入
れ
が
行
は

れ
ず
'
虫
客
が
堀
し
た
と
聞

い
て
ゐ
る
｡

反
骨
肱
畳
表

(
咋
緯
桝
)

トh､

‖

･･｣

.｣/
T
T

士
什リ

牛

歩

州

大

豆

書

荷
姿

州

江
脱
盆
地
平
均

上

州

八
〇
榊

1
五
脚

七
〇
脚

り

幻

五
〇
捌

;.

州

三
〇
脚

畑
地
及

良
耕
法
牌

換
の

状
況
は

1
0
脚

四
〇
脚

八
m

二

〇
榊

略
々
第

二
園

の
如



-
で
此
故
的
規
則
正
し
-
行
は
れ
て
ゐ
る
O

費

芋
鴇

嶺

冬

午

里

甘

豆

義

F..i
mq

u

U

tJ月

第二閲 ドリ-ネ耕地の利用
年数 iti半額は労力 と肥料 を射 し'叉娘地が川氷 るの と,-A

舛作で地力が滅汲するため'同 じ土地では二･三的 こ-一皮の捌

令に糾作 され る.共他は迎作 をなすが'宜勅の後に香盤叉は

大粒の表作 といふ粗食せは滋 も替地で卿 'lJ.TB俄 も購い｡人参

胡胞は牛井の目口に北増 され るo

然

る
に
狭
義
の
久
保
畑
以
外
に
'
江
偵

･
佐
山
等
ウ

バ
ー

レ
又
は
ポ
ク

エ
の
畑
地
は
な
れ
ば
､
右
の
踊
係
は

乱

さ
れ
て
氷
て
､
普
通
の
畑
に
近
寄

っ
て
凍
る
.

秋
吉
鶴
に
於
け
る
ド
リ
ー
ネ

わ
人
文
地
相
的
考

雛

以
上
の
此
奴作
物
の
外
に
､
久
保
畑
の
周
附
に
は
密

通
故
株
の
摘
む
栽
培
し
て
ゐ
る
｡
三
-
四
年
に
し
て

寓
種

一
八
位
と
も
な
れ
ば
､
伐
採
し
て

銅
材
と
し
て

下
軸
･九
州
万
両E
の
市
場

へ
迭
ら
れ
る
が
p
管
排
の
か

ゝ
ら
ぬ
鮎
は
於
で
挺
油
的
で
あ
る
C!
近
時
は
桑
や
栗

を
植
栽
し
初
め
た
｡
特
は
江
原
は
放
け
為
栗
畑
の
出

現
は
注
目
に
償
す
べ
-
､
部
分
的
に
は
成
績
を
馨
げ

で
ゐ
る
｡
元
氷
菓
は
樹
米
穀
物
と
し
て
起
伏
地
に
適

す
る
も
の
で
'
備
蘭
酉
等
で
は
其
植
栽
の
成
績
鴛
-

べ
き
も
の
が
あ
る
と
開
-
が
'
我
圃
特
に
ド
リ
ー
ネ

の
如
き
地
形
の
所
に
'
此
栽
培
を
企
間
し
た
rJ
と
は

繋
明
と

い
ふ
べ
き
で
あ
ら
う
｡

(
ご

ド
-
-
ネ
耕
地
の
時
慨
｡
ド
-
1
ネ
耕
地
は

既
に
託
せ
し
如
-
種
々
の
鮎
に
於
て
有
利
で
あ
る
が

唯
人
家
よ
わ
の
距
離
が
大
で
'
且
耕
地
に
至
る
道
路

が
峻
し
き

乙
と
IJ
､
耕
地
が
分
散
せ
る
等
の
不
利
を

鮎
が
あ

る
の
で
'
耕
地
の
時
債
は
年
収
畳
に
此
し
て

低
廉
で
あ
る
｡
新
地
の
時
個
を
左
右
す
る
煤
件
は
､
畑

の
質
と
位
階
と
は
依
っ
て
定
か
､
牛
穿
畑
は
最
も
苗
債

に
し
て
'
又
基
地
の
淵
よ
-
遠
ざ
か
る
ほ
従

っ
て
低
廉

三
先

三

五



1

球

節
十
正
位

ア

サ

カ
ゲ

と
な
る
｡

典
御
舟
青

果

連

で
は
､
時
価
反
骨

一
五
-

一

〇
C
r囲
倖
で
あ
る
が
p
別
府
村
江
原
の
如
-
､
架
群
の

竣
逢
せ
る
肥
沃
な
る
盆
地
ほ
て
は
'
需
給
棚
橋
ほ
て
次

の
加
-
極
め
て
高
僧
で
あ
る

｡

上

三
五
〇
圃

中

二
O
C
/園

下

一
年
0
囲

五
､
ド
リ
-
ネ
耕
地
(久
保
畑
)
の
牌
来

期
-
凧
じ
塞
れ
ば
､
久
保
畑
の
耕
作
は
誠
は
耗
酒
的

で
あ
-
興
味
が
あ
る
｡
然
る
は
各
村
の
此
種
の
耕
地
が

現
在
+
.11k
姦
帳
に
あ
ら
は
れ
た
る
も
の
上
二
分
の
二
､

叉
は
二
分
の

一
と
減
じ
っ
ゝ
あ
る
川
由
は
p
農
作
物
債

の
下
落
に
件
ふ
農
家
の
不
振
で
あ
る
｡
好
況
時
代
に
は

競

っ
て
耕
さ
れ
た
僻
陳
の
久
保
畑
が
､
現
在
み
る
影
も

な
く
荒
厳
し
で
､
唯
僅
か
は
旅
人
の
哀
愁
を
暖
っ
て
ゐ

る
も
の
が
多

い
｡
私
有
地
た
る
久
保
畑
を
除
-
甚
地
の

草
原
は
､
柑
有
地
に
し
て
p
幾
百
年
間
練
肥
の
供
給
地

と
な
っ
て
凍
死
が
､
今
や
競

っ
て
有
利
夜
枚
や
樹
を
植

え
つ
㌧
あ
る
か
ら
'
小
さ
な
久
保
畑
は
山
林
に
地
目
の

嘩
換
ru
れ
る
も
の
が
多

い
.
加
ふ
る
に
､
森
林
の
墳
加

に
伴
ふ
草
原
の
火
入
れ
が
困
難
と
在
る
か
ら
､
畑
の
嫡

鮮
血
は
塘
却
す
る

一
方
で
､
久
保
畑
は
益
々
荒
磨
し
て

第
五
雛

1111g

三
六

行
-
｡
此
興
趣
泥

き
久
保
畑
が
､

地
獄
轟
の
名
勝
指
定

地
や
､
江
原
盆
地

以
外
で
､
姿
を
消
す
の
は
唯
時
の
問

題
で
あ
る
｡

大
､

秋
吉
藁
と
繋
落

輩
脱
文
は
陸
軍
潰
暫
地
と
し
て
放
龍
せ
ら
れ
て
ゐ
る

大
部
分
の
秋
音
基
地
に
就
て
､
誰
し
も
戚
ず
る
乙
と
は

こ
れ
が
牧
場
と
な
ら
ざ
る
か
と

い
ふ
こ
と
で
あ
る
｡
黙

し
ド
リ
ー
ネ
の
中
で
も
'
満
暫
参
加
の
疲
れ
た
兵
士
や

草
刈
人
を
喜
ば
せ
る
飲
料
水
の
縛
ら
れ
る
の
は
､
極
-

少
数
で
あ
る
か
ら
'
既
設
の
種
畜
場
h
t除
-
外
は
ポ
ー

リ
ン
グ
で
洗

い
地
下
水
を
縛
る
か
'
基
地
外
か
ら
大
規

模
に
速
水
し
な

い
限
-
､
牧
場
と
を
す
は
不
可
焼
却
で

あ
ら
う
｡
況
ん
や
､
普
通
の
ド
リ
ー
ネ
附
近
ほ
栄
群
の

登
連
す
る
な
ど
は
恩
ひ
も
よ
ら
夜

5,.
江
軍

人
風
･奥

河
原
は
緊
蕗
の
磯
連
恕
み
る
の
は
､
そ
れ
ら
の
ウ
バ
ー

レ
の
底
部
に
'
滞
氷
層
た
る
粘
粧
岩
が
あ
っ
て
､
飲
料

水
が
程
ら
る
ゝ
か
ら
で
あ
る
｡

既
に
託
せ
し
如
-
､
江
原
ウ
バ
ー
レ
に
は
七
十
三
月

の
人
家
が
あ
る
が
､
其
人
家
は
盆
地
底
に
近
-
あ
っ
て

井
月
計
有
す
る
も
の
と
､
珊
々
高
所
は
あ
っ
て
天
水
を



コ
ン
ク
-
-
-
製
の
水
槽
は
肝

へ
て
之
を
使
用
す
る
も

の
と
の
二
匿
は
分
れ
､
行
政
上
の
二
債
分
も
略
之
に

.i

致
し
て
ゐ
る
｡
人
家
は
遠
耳
が
多
-
､
形
式
上
変
相
を

な
す
｡
江

ノ
島
や
琴
平
の
地
は
勿
論
な

い
が
､
見
方
に

依
っ
て
は
不
規
則
な
厨
相
で
あ
る
｡
農
家
以
外
に
は
石

材
業
及
木
炭
製
造
業
が
機
か
ほ
あ
る
｡
･
地
形
上
界

一
里

元
の
別
天
地
を
覆
す
か
ら
､
絶
て
が
纏
ま
-
顔
-
､
唯

一
っ
の
壬
庄
醐
配
を
貴
め
'
同

1
の
浄
土
異
宗
む
信
じ

埴
姉
も
多
-
は
此
部
落
内
で
行
以
､
自
ら
在
る
人
情
風

俗
を
つ
-
つ
て
ゐ
る
.
醤
師
も
産
婆
も
ゐ
な

い
が
里
人

は
至
っ
て
健
康
で
あ
る
｡
此
平
和
を
山
村
の
人
が
溢
れ

て
､
漸
次
盆
地
外
の
水
田
を
新
作
す
る
に
至
っ
た
次
第

は
前
述
の
通
-
で
あ
る
｡

い
り
-〃づ

人
見
は

入

水

の

意
に
し
て
､
両
水
は
吸
込
穴
よ
-
地

下
に
潜
水
す
る
か
ら
､
斯
-
呼
ば
れ
た
由
で
あ
る
が
'

井
戸
の
外
に
湧
泉
も
あ
-
p
田
畑
利
輩
ば
し
､
盆
地
と

他
と
の
交
通
も
精
々
容
易
で
あ
る
か
ら
､
江
原
よ
り
79

-衆
群
は
早
-
成
立
し
た
で
あ
ら
う
O

コ
ッ
ク
､
ビ
ッ
ト

の
小
丘
は
､
fJ
れ
む
園
擁
す
る
款
蕗
の
氏
榊
を
祭
る
ほ

格
好
の
場
所
と
な
っ
て
ゐ
る
｡

佐
山
の
如
き
､
ポ
-
エ
中
の
部
落
で
は
､
井
戸
の
涯

操
が
庶
HLJ超

せ
ば
p

地
下
水
が
他
に
流
出
し
て
再
び
滞

水
し
な

い
こ
と
が
あ
る
｡
恐
ら
-
'
構
造
線
に
沿
う
て

水
が
逃
れ
る
か
､
叉
は
石
衣
岩
中
は
吸
収
せ
ら
る
J
為

か
で
あ
ら
う
｡
故
は
此
凝
79
緊
蕗
は
粘
放
岩
闇
の
露
出

附
近
ほ
鮎
荘
し
て
ゐ
る
｡

七
､
結

び

カ

ル
ス
ト
の
地
形
撃
に
も
あ
ら
ず
､
人
文
撃
に
も
あ

ら
ざ

る
以
上
の
如
き
覇
薯
を
､
離
然
と
詑
錬
し
た
所
以

は
､
最
初
に
述
べ

た
様
は
本
箱
の
目
的
が
地
人
の
閥
係

を

ポ
す
は
あ
つ
ね
か
ら
で
あ
る
｡
科
撃
的
説
明
に
至
っ

て
は
､
研
究
荷
不
十
分
で
確
説
し
得
覆

い
所
が
少
-
衣

い
.
大
方
識
者
の
数
示
を
仰
ぎ
た

い
｡

耽
密
謀
に
於
は
る
ド
リ
ー
ネ

の
人
文
地
軸
的
考
然

票

]

三
七


